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１ 評価対象及び評価基準・総合評価 

県立総合技術研究所が令和２年度から新たに実施予定の課題解決研究（共同研究を除く）につ

いて，「広島県研究課題評価マニュアル」に基づき事前評価を実施し，その結果を取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）評価対象 

 令和２年度から新たに実施予定の２課題を評価した。 

 評価対象研究課題一覧を表１に示す。 

 

表１ 評価対象研究課題一覧 

番

号 
研 究 課 題 名 分野 センター名 

１ 皮ごと食べられる「かんきつ」加工技術の開発 
ものづくり 

産業関連 
食品工業技術センター 

2 生体情報に基づく統合環境制御技術の開発 農林水産業関連 農業技術センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前評価 

新規に立案された研究課題について，開発しようとする技術の内容や手法及び企画の完

成度等を予算要求前の段階で評価し，県として実施する必要性と実効性が高いものを選定

して，予算等の重点的配分を図る。 

１ 



（２）評価基準 

各課題について，評価者が「ニーズ」，「研究内容」，「成果・効果」及び「企画の完成度」

の項目で評価し，ブラッシュアップのための意見を提言した（非公開）。 

 

 

【評価内容・視点】 

大項目 小項目 主な評価内容・視点 

ニーズ 

明確性 
・ニーズ主体とその現状，ニーズ内容及びニーズ主体が求める

（目指す）姿は具体的で明確になっているか 

必要性 
・県費で実施する社会的・経済的意義があるか 
・センター鳥瞰図に位置づけられているか 

開発するべき技術 

・開発するべき技術は現状と目指す姿のギャップを解消できる
ものか 

・行政ニーズに対応した研究課題では，施策目標のどの部分に
どのように貢献するか 

研究内容 

研究内容の充足性 

・開発技術の内容，目標及び方法は目指す姿を実現するために
適切かつ実現可能なものか 

・他者の権利を侵害する恐れはないか 

・研究開発に必要な関連技術やノウハウ，事業局との連携体制
や技術移転に必要な連携体制が構築されているか 

研究計画の適切性 
・スケジュールや人材・組織，予算計画・機材購入が成果創出

に適切な内容か 

知的財産戦略 
・研究成果の展開において，知的財産の戦略について知財ポリ

シーに沿った活用方針が定められているか 

成果・効
果 

アウトプット 
・研究終了時にニーズ主体の課題解決につながる研究開発のア

ウトプットが得られるか，それにより行われる課題解決のア
ウトプットの方法及び内容は適切か 

アウトカム ・目指す姿の実現につながるアウトカムが見込まれるか 

企画の完成度 ・ニーズから目指す姿までの道筋は明確で実現性があるか 

 

 

 

（３）総合評価 

研究課題実施の妥当性について，総合的な観点から評価を行った。 

 

実施妥当性の意見 

総研として実施することが妥当である 

基盤研究，受託・共同研究での実施が妥当である 

総研として実施することは妥当ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



２ 総合評価結果と令和２年度実施方針 

評価者１４名（センター長８名，外部有識者６名）による総合評価結果と，評価結果を参考

に決定した研究課題の令和２年度実施方針について次に示す。 

なお，評価対象課題を提案したセンターのセンター長は評価に加えない。 

 

 

【研究課題名】皮ごと食べられる「かんきつ」加工技術の開発 

【センター名】食品工業技術センター 

【令和２年度実施方針】課題解決研究として実施する。 

評 価 センター 外部有識者 合計 

総研として実施することが妥当である 7 5 12 

基盤研究，受託・共同研究での実施が妥当である ‐ 1 1 

総研として実施することは妥当でない ‐ ‐ ‐ 

 

 

 

【研究課題名】生体情報に基づく統合環境制御技術の開発 

【センター名】農業技術センター 

【令和２年度実施方針】課題解決研究として実施する。 

評 価 センター 外部有識者 合計 

総研として実施することが妥当である 4 5 9 

基盤研究，受託・共同研究での実施が妥当である 2 1 3 

総研として実施することは妥当でない 1 ‐ 1 

３ 



 

参考資料（評価者名簿） 

 

１ 総合技術研究所各センター長 

氏名 所属 

髙尾 信一 保健環境センター 

佐藤 芳雄 食品工業技術センター 

打田 澄雄 西部工業技術センター 

山下 弘之  東部工業技術センター 

栗久 宏昭 農業技術センター 

尾形 康弘 畜産技術センター 

相田 聡 水産海洋技術センター 

松田 方典 林業技術センター 

 

 

 

２ 外部有識者（アドバイザー） 

氏名 所属／役職 

崎前 明宏 株式会社三菱ケミカルリサーチ 広島オフィス 部長 

波木 明成 株式会社プロテクノサポート 代表取締役社長 

西嶋 渉 広島大学 環境安全センター 教授 

農沢 隆秀 マツダ株式会社 技術研究所 技監 

保坂 幸男 (元)株式会社サタケ 相談役 

前田 香織 広島市立大学大学院 情報科学研究科 教授 
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